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＜提案するアイデアの内容＞

庄内コラボセンター（ショコラ）に１ヶ月間ヤギを放羊。
市民が世話をしたり、地域の様々なコミュニティにヤギを派遣し、
お世話を体験しながら身体性と結びつけるだけでなく、哲学カフェ
や演劇のワークショップなどにより地域住民にも応用する。

地域コミュニティ

ふれあい交流
地域訪問、散歩
⾳楽会、哲学カフェ
など

肥料紙

ZINEの発⾏
SNSでの発信

学校菜園（さくら学園）
地域の家庭菜園

市⺠への認知度向上

イモのツル
野菜のヘタなど

世話 エサ

⾼齢者

こども

地縁組織
就労⽀援
を必要と
する市⺠

外国⼈

循環社会の体現と理解

ヤギ/⼈の権利を考える
機会の提供や思考の共有

記録や成果物

⼤学⽣

参加

学校、市⺠活動
コミュニティ

デザイナー、クリエイター
コミュニティ

フン

アクティビティとコミュニティの関係図

社会的マイノリティを含めた包摂型社会の実現。
つまりより良い暮らしに向けて、市民らがより
自分事として前向きに取り組むことができる

今年度の実施から・・
ふれあい体験などのイベントは
充実、市⺠の満⾜度も⾼かった。

しかし
市⺠同⼠のコミュニケーショ
ンによる、権利の理解に結び
つけることが課題として残る。

そこで

対話を通じた様々な
取り組みとして・・・

地域への出張散歩、哲学カフェ、演劇や⾝体表現のワークショップ、
ZINEの発⾏など 市⺠間のコミュニケーションを通して、ヤギの権利/
様々なマイノリティを含む⼈間の権利を考えるきっかけづくりへ


